
四
月
例
会
昭
和
六
十
年
四
月
二
十
七
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
（
医
家
追
薦
）
没
後
一
○
○
年
に
あ
た
る
人
び
と

・
森
枳
園
の
生
涯
と
そ
の
業
績
小
曽
戸
洋

・
清
水
郁
太
郎
に
つ
い
て
石
原
力

一
、
『
神
宮
書
方
史
』
こ
ぼ
れ
話
久
志
本
常
孝

五
月
例
会
第
八
十
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
に
替
え
ま
し
た
。

六
月
例
会
昭
和
六
十
年
六
月
二
十
二
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
真
言
密
教
と
タ
ン
ト
ラ
杉
田
暉
道

一
、
奨
進
医
会
と
「
医
談
」
富
士
川
英
郎

七
月
例
会
昭
和
六
十
年
七
月
二
十
七
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
に
お
け
る
予
防
歯
科
的
記
述

ｉ
南
海
寄
歸
内
法
伝
の
記
述
と
比
較
し
て
Ｉ
山
下
勤

法
華
経
に
お
け
る
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
的
記
述
Ｉ
特
に
化
城
喰
品
に
お

け
る
Ｉ
中
田
直
道

一
、
日
本
医
学
校
と
女
性
医
師
の
先
駆
者
た
ち
１
日
之
出
會
の
人
び
と

横
川
弘
蔵

鶴

『
神
宮
譽
方
史
』
こ
ぼ
れ
話

久
志
本
常
孝

こ
の
二
月
に
私
は
、
そ
れ
ま
で
二
十
余
年
に
わ
た
っ
て
ぽ
つ
ぽ
つ
集
め
た

史
料
を
も
と
に
、
表
題
の
よ
う
な
一
言
を
世
に
出
し
た
。
そ
こ
に
い
た
る
経

緯
な
ど
、
若
干
の
事
柄
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

一
、
題
名
の
ゆ
え
ん

結
論
か
ら
い
う
と
、
神
宮
医
方
と
は
、
世
に
い
う
久
志
本
流
医
術
の
別
称

と
考
え
て
よ
い
。

久
志
本
流
医
術
の
始
祖
常
任
は
、
平
安
時
代
の
伊
勢
神
宮
の
神
宮
で
あ
っ

た
が
、
同
時
に
彼
は
大
変
医
術
に
も
堪
能
で
あ
っ
た
。

彼
の
兄
常
親
（
外
宮
の
長
官
）
が
眩
量
の
病
を
患
っ
た
と
き
、
京
都
か
ら

医
師
を
招
い
た
が
、
病
は
平
癒
し
た
も
の
の
、
薬
の
中
に
混
じ
て
い
た
鹿
丸

の
た
め
、
常
親
は
百
日
の
穂
と
な
り
、
神
務
が
著
し
く
妨
げ
ら
れ
た
。

そ
こ
で
常
任
は
不
浄
な
薬
種
や
、
神
宮
禁
忌
の
薬
種
を
除
い
た
薬
方
で
行

う
医
術
の
体
系
を
考
案
し
た
。

こ
の
こ
と
は
白
河
院
の
大
い
に
嘉
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
永
保
年
中

（
一
○
八
一
’
一
○
八
三
）
勅
宣
に
よ
り
、
永
代
神
宮
の
医
官
に
定
め
ら
れ

た
。
こ
れ
を
世
に
神
宮
医
と
称
し
、
そ
の
よ
う
な
固
有
名
詞
が
で
き
た
の
で

あ
る
。時

代
は
下
が
っ
て
室
町
時
代
に
、
常
光
と
い
う
優
れ
た
神
宮
医
が
あ
ら
わ

れ
、
そ
の
名
は
勢
、
尾
、
信
の
三
州
に
藏
い
た
。
彼
は
名
声
を
慕
っ
て
く

硫
鬮
悶
悶
向
一
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る
入
門
希
望
者
を
断
わ
り
続
け
た
が
、
医
術
修
行
の
た
め
伊
勢
神
宮
に
参
篭

し
た
と
い
う
片
切
左
近
蒸
源
頼
為
と
い
う
人
物
の
乞
い
を
う
け
容
れ
、
天
文

三
年
（
一
五
三
三
）
七
月
十
一
日
、
『
管
謡
備
急
方
』
と
称
す
る
三
巻
の
書

物
を
記
し
与
え
た
。
こ
の
片
切
左
近
な
る
人
物
は
、
豊
臣
秀
吉
の
忠
臣
、
片

桐
且
元
の
高
祖
父
で
あ
る
点
面
白
い
。
同
年
常
光
は
さ
ら
に
『
管
謡
草
灸
診

抄
』
一
巻
を
著
わ
し
た
。

常
光
の
子
に
常
辰
が
あ
っ
た
が
、
彼
は
父
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
学
者
で
あ

っ
た
。
相
当
若
い
時
か
ら
識
田
信
秀
な
ら
び
に
信
長
の
客
分
と
な
っ
て
い

た
。

彼
は
多
く
の
医
書
、
神
書
を
著
わ
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
『
醤
学
色

葉
』
一
巻
、
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
、
『
家
傳
通
外
』
二
巻
、
永
禄
三

年
（
一
五
六
○
）
、
『
一
流
大
事
法
』
一
巻
お
よ
び
『
五
急
活
法
』
一
巻
、
共

に
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
、
『
山
野
集
』
二
巻
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八

五
）
、
『
奥
義
集
』
二
巻
（
年
代
不
詳
）
、
『
薬
林
撰
葉
集
』
二
巻
（
年
代
不

詳
）
お
よ
び
『
服
餌
要
集
』
一
巻
（
年
代
不
詳
）
の
八
著
は
、
さ
き
の
常
光

の
二
著
と
合
わ
せ
て
、
神
宮
醤
方
十
書
と
い
い
、
そ
の
後
の
久
志
本
流
医
術

の
典
籍
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
私
は
久
志
本
流
医
術
史
と
い
う
代
り
に
神
宮
醤

方
史
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
研
究
の
動
機

私
の
父
は
自
家
の
歴
史
に
は
殆
ど
興
味
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し

て
昭
和
四
十
五
年
四
月
十
三
日
、
八
十
歳
で
世
を
去
っ
た
の
で
あ
る
が
、
昭

和
三
十
五
年
の
暮
、
旧
幕
時
代
に
私
の
家
の
知
行
地
で
あ
っ
た
勝
田
（
鍛
治

田
）
村
と
は
何
処
で
あ
ろ
う
か
と
い
い
出
し
た
。

色
々
と
調
べ
た
結
果
、
そ
れ
は
東
横
線
の
綱
島
駅
の
一
里
程
北
に
あ
る
勝

田
町
で
あ
ろ
う
と
の
推
定
を
つ
け
た
。

昭
和
三
十
六
年
二
月
、
所
用
で
横
浜
に
出
張
し
た
帰
路
、
好
天
気
に
誘
わ

れ
、
何
と
は
な
し
に
綱
島
駅
で
下
車
し
た
。

駅
前
の
ハ
イ
ヤ
ー
を
オ
ー
ダ
ー
し
て
勝
田
に
向
っ
た
が
、
今
日
は
勝
田
団

地
だ
の
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
で
道
路
も
良
く
な
っ
て
い
る
が
、
当
時

は
田
圃
の
畔
道
を
伝
う
よ
う
に
し
て
車
は
勝
田
に
辿
り
着
い
た
。

こ
こ
に
は
最
乗
寺
と
い
う
寺
が
あ
り
、
そ
こ
に
、
当
地
で
三
百
石
の
知
行

を
拝
領
し
た
常
範
と
、
そ
の
二
男
常
衡
の
墓
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

た
。

確
か
に
寺
は
あ
る
が
、
寺
名
を
示
す
何
の
標
識
も
な
く
、
夕
暮
の
せ
い
も

あ
っ
て
附
近
に
人
影
さ
え
見
ら
れ
な
い
。
弱
っ
て
い
る
と
、
境
内
か
ら
杖
を

つ
き
、
白
髪
に
白
髭
を
た
く
わ
え
た
一
人
の
老
人
が
現
わ
れ
た
。
彼
は
関
篤

治
氏
（
現
在
は
故
人
）
で
、
小
田
原
北
條
時
代
に
当
地
の
代
官
で
あ
っ
た
家

の
末
喬
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
私
が
身
分
を
明
ら
か
に
す
る
と
、
当
寺
が
最
乗

寺
で
あ
る
こ
と
、
常
範
、
常
衡
の
墓
が
現
存
す
る
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
た
。

さ
ら
に
、
近
く
親
鷲
上
人
の
七
百
五
十
回
忌
法
要
が
あ
る
の
で
、
寺
の
あ
ち

こ
ち
を
修
繕
し
た
と
き
須
彌
壇
の
下
か
ら
、
常
衡
の
位
牌
が
発
見
さ
れ
、
こ

れ
も
相
当
傷
ん
で
い
た
が
、
最
近
修
理
が
済
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
と
語
っ
て

く
れ
た
。
日
も
と
っ
ぷ
り
暮
れ
た
の
で
、
老
人
に
名
刺
だ
け
を
手
渡
し
て
、

そ
の
日
は
辞
去
し
た
。

数
日
後
、
住
職
か
ら
、
法
要
当
日
私
の
出
席
を
促
す
案
内
に
接
し
、
参
列

し
た
。
二
月
二
十
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
寺
の
裏
山
の
生
い
茂
っ

た
枯
草
の
中
に
転
が
し
て
あ
る
と
言
っ
た
方
が
当
っ
て
い
る
状
態
の
常
範
の
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墓
に
詣
で
る
こ
と
が
で
き
た
。

思
え
ば
、
私
の
家
の
記
録
で
は
、
祖
父
の
長
兄
の
常
徳
が
、
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
四
月
一
日
に
墓
参
し
た
の
が
最
後
で
、
そ
の
後
実
に
百
二
十

年
も
の
間
放
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

同
年
十
一
月
、
名
古
屋
で
の
日
本
医
学
総
会
に
出
席
し
た
機
会
に
、
伊
勢

を
訪
れ
、
当
流
の
中
興
の
祖
と
い
う
べ
き
常
光
の
墓
に
詣
で
る
こ
と
に
し

た
。

私
は
曽
祖
父
常
貫
の
記
行
文
を
頼
り
に
尋
ね
て
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
、

「
松
尾
山
は
久
志
本
村
の
南
に
在
り
東
南
は
楠
部
貝
吹
山
西
北
は
黒
瀬
村

神
田
村
久
志
本
村
に
続
く
山
上
松
樹
多
し
池
二
ヶ
所
山
中
に
観
音
堂
あ
り

堂
三
間
四
面
本
尊
十
一
面
観
音
毎
年
正
五
九
月
初
午
の
日
参
詣
群
集
す
と

堂
後
の
傍
に
常
光
之
墓
碑
在
僅
に
存
す
予
往
年
弘
化
二
乙
酉
秋
神
役
の
た

め
勢
州
へ
性
し
時
松
尾
山
に
登
り
詣
常
光
墓
五
輪
の
小
塔
僅
に
存
文
字
漫
滅

不
分
明
道
傍
の
藪
際
に
在
香
花
の
備
ふ
へ
き
こ
と
の
な
し
往
来
野
人
に
躁
岫

せ
ら
れ
或
は
材
狼
に
稜
さ
れ
ん
も
計
り
か
た
し
鳴
呼
往
昔
巨
室
に
居
り
錦
褥

に
坐
し
滋
味
を
食
さ
れ
し
も
今
此
の
如
く
敗
壊
す
懐
旧
惨
胆
に
堪
へ
す
涙
挟

を
泊
す
豈
所
謂
狸
蠅
蛸
姑
の
歎
な
き
を
え
ん
や
可
恐
畏
な
り
歸
府
の
節
修
補

を
加
ふ
へ
く
同
姓
常
信
に
嘱
せ
る
も
未
果
遺
憾
甚
英
松
尾
嶺
は
従
来
常
任

時
代
よ
り
伝
来
の
旧
領
同
姓
常
信
家
の
持
地
也
中
古
故
有
て
山
田
市
人
木

造
某
所
持
す
と
云
う
右
廟
所
試
問
四
面
は
今
除
き
省
き
し
由
然
れ
と
も
四

囲
の
垣
埒
無
し
遠
境
と
は
申
な
か
ら
其
家
筋
の
怠
惰
恥
へ
く
樫
へ
く
慎
へ
き

に
あ
ら
す
や
」
と
。

松
尾
山
に
登
る
と
、
正
に
観
音
堂
は
秋
の
碧
空
に
そ
そ
り
立
っ
て
い
た
。

堂
を
守
っ
て
お
ら
れ
る
木
堂
珠
樹
氏
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
ほ
ん
の
僅
か
な
過

去
に
お
い
て
、
市
営
の
野
球
場
建
設
の
た
め
、
久
志
本
家
の
墓
地
は
す
べ
て

整
地
さ
れ
て
し
ま
っ
た
由
で
あ
っ
た
。

曽
祖
父
の
憂
い
は
、
ま
さ
に
私
の
目
前
は
実
現
し
て
い
た
の
だ
。
私
は
こ

の
よ
う
な
痛
恨
な
気
持
を
味
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
曽
て
私
が
自
ら

の
嬰
児
を
失
っ
た
時
の
も
の
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に

心
な
き
所
為
に
よ
り
忘
却
さ
れ
て
ゆ
く
父
祖
達
の
功
の
跡
を
、
自
力
の
及
ぶ

か
ぎ
り
後
世
へ
伝
え
残
す
べ
き
宿
命
的
と
も
い
え
る
責
務
を
感
じ
た
の
で
あ

ヲ
（
》
Ｑ

三
、
著
述
に
向
か
っ
て

昭
和
三
十
六
年
、
当
時
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
で
医
学
史
を
講
じ
て
お
ら

れ
た
故
石
原
明
博
士
と
前
述
し
た
よ
う
な
話
を
す
る
機
会
を
持
っ
た
。
そ
の

と
き
博
士
は
私
に
、
医
史
学
会
で
報
告
す
る
こ
と
を
奨
め
て
下
さ
っ
た
。
浅

学
の
う
え
、
持
ち
合
わ
せ
の
史
料
も
乏
し
か
っ
た
が
、
先
輩
の
教
え
を
乞
う

積
り
で
、
二
度
ば
か
り
例
会
で
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
、
現
実
に
は
何
分
三
十
三
代
、
九
百
年
の
、
然
も
神
宮
、
医
官
、

武
官
と
い
う
身
分
の
重
畳
を
許
さ
れ
た
特
異
な
家
系
の
こ
と
だ
け
に
、
史
料

の
乏
し
さ
を
痛
感
し
、
こ
の
よ
う
な
発
表
形
式
を
避
け
、
以
後
多
忙
の
間
に

間
に
史
料
の
蒐
集
の
み
を
心
懸
け
、
漸
く
一
書
を
ま
と
め
ら
れ
る
域
に
達
し

た
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
神
宮
書
方
の
特
徴

日
伊
勢
の
神
宮
家
の
定
め
に
支
え
ら
れ
、
三
十
三
代
、
約
九
百
年
に

わ
た
り
、
殆
ど
父
子
相
伝
で
一
流
を
ま
も
り
つ
づ
け
た
。

口
医
官
と
神
官
、
後
世
で
は
医
官
と
武
官
と
神
官
の
如
く
、
重
い
身
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分
の
重
畳
を
許
さ
れ
て
い
た
。

白
伊
勢
神
宮
の
権
禰
宜
の
極
位
は
正
四
位
上
で
あ
っ
た
か
ら
、
医
官

と
し
て
は
最
も
高
い
官
位
を
得
た
も
の
が
多
い
。

凹
常
顕
は
徳
川
家
康
の
扶
持
を
受
け
た
最
初
の
医
師
で
あ
る
。

⑥
前
項
の
結
果
、
江
戸
時
代
に
は
三
河
譜
代
直
参
の
格
を
誇
っ
た
。

㈲
武
家
諸
法
度
の
埒
外
の
扱
い
を
う
け
た
。

㈲
徳
川
幕
府
か
ら
う
け
た
緑
高
は
最
高
で
、
左
京
家
は
二
千
石
、
式

部
家
は
三
百
石
、
内
蔵
允
家
も
三
百
石
で
、
三
家
合
わ
せ
て
二
千

六
百
石
で
あ
っ
た
。

㈹
医
官
で
は
あ
る
が
、
も
と
も
と
武
官
で
あ
る
た
め
、
任
官
の
場

合
、
法
印
、
法
眼
の
よ
う
な
僧
位
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
従
五

位
下
諸
太
夫
に
任
官
し
た
。

五
、
心
残
り
な
こ
と

昭
和
三
十
九
年
九
月
十
一
日
の
例
会
で
講
演
し
た
折
、
故
石
原
明
博
士
か

ら
次
の
よ
う
な
追
加
発
言
を
い
た
だ
い
た
。

「
享
腺
二
年
（
一
五
二
九
）
、
常
辰
（
二
十
歳
位
）
は
『
頓
嘗
抄
』
五
十
巻

を
書
写
し
た
。
同
書
は
現
在
内
閣
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
も
し
私
共

の
系
図
等
に
記
載
が
な
い
な
ら
、
是
非
追
記
す
る
価
値
が
あ
る
」
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

同
文
庫
を
調
べ
た
が
、
確
か
に
五
十
巻
の
『
頓
醤
抄
』
は
存
在
し
、
室
町

写
本
と
ま
で
は
判
明
し
た
が
、
常
辰
の
写
本
な
り
や
否
や
が
断
定
で
き
ず
に

終
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
、
女
性
医
師
養
成
機
関
と
し
て
の
日
本
医
学
校

私
立
日
本
医
学
校
は
、
明
治
三
十
六
年
八
月
の
済
生
学
舎
廃
校
に
よ
り
同

年
九
月
設
立
さ
れ
た
旧
済
生
学
舎
同
窓
医
学
講
習
会
〔
石
川
清
志
（
一
八
五

四
’
一
九
一
四
）
主
宰
男
子
の
象
〕
か
ら
分
か
れ
た
医
学
研
究
会
〔
川
上

元
治
郎
（
一
八
六
四
’
一
九
一
五
）
主
宰
桂
秀
馬
（
一
八
六
一
’
一
九
一

一
）
会
長
男
子
の
象
〕
を
磯
部
検
三
（
一
八
七
二
’
一
九
四
九
）
が
引
継
ぎ

明
治
三
十
七
年
四
月
十
五
日
神
田
区
美
土
代
町
二
’
一
束
京
医
師
ク
ー
フ
ブ

講
堂
で
開
校
〔
校
長
山
根
正
次
（
一
八
五
七
’
一
九
二
五
）
〕
し
た
。
一

方
、
石
川
清
志
の
同
窓
医
学
講
習
会
は
、
明
治
三
十
七
年
三
月
私
立
東
京
医

学
校
と
改
称
し
、
同
年
四
月
十
五
日
本
郷
区
駒
込
千
駄
木
五
九
の
校
舎
で
、

授
業
を
開
始
し
た
。
両
校
共
、
男
女
共
学
で
、
授
業
は
、
前
期
（
基
礎
）
二

年
、
後
期
（
臨
床
）
二
年
の
正
科
の
他
、
臨
床
講
習
会
を
併
設
、
「
日
本
医

学
」
「
東
洋
医
事
新
報
」
（
東
京
医
学
校
）
を
機
関
誌
と
し
た
。
明
治
四
十
三

年
四
月
両
校
は
合
併
、
私
立
日
本
医
学
校
と
な
っ
た
。
以
上
日
本
医
学

校
、
東
京
医
学
校
（
創
立
時
併
合
し
た
女
子
医
学
研
修
所
を
含
む
）
に
於
け

る
女
子
医
学
教
育
は
、
明
治
三
十
四
年
’
四
十
五
年
の
十
二
年
間
で
、
済
生

学
舎
の
十
六
年
を
加
え
る
と
一
千
八
年
に
及
ぶ
。
こ
の
間
医
師
養
成
機
関
に

学
ん
だ
女
子
生
徒
の
正
確
な
人
数
を
算
出
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
済
生
学

舎
に
数
百
名
（
推
定
）
、
私
立
東
京
医
学
校
に
五
十
余
名
、
私
立
日
本
医
学
校

日
本
医
学
校
と
女
性
医
師
の
先
駆
者
た
ち

１
日
之
出
會
の
人
び
と

横
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